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2

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
成
果
と

社
協
が
生
活
困
窮
者
支
援
に
取
り

組
む
意
義

　

平
成
27
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
が
施
行
さ
れ
、
各
社
協
に
お
い
て
多
様

な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
き
た
。
本
制
度
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
支
援
が
難
し
か
っ
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
生
活
困
窮
に
お
ち
い
っ
て
い

た
人
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

が
試
み
ら
れ
、
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

　

平
成
29
年
4
月
1
日
時
点
で
は
、
福
祉
事

務
所
を
設
置
す
る
9
0
2
自
治
体
の
う
ち
、

直
営
方
式
と
の
併
用
を
含
め
て
63
・
4
％
の

自
治
体
が
委
託
に
よ
り
自
立
相
談
支
援
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
受
託
者
全
体
の
う
ち
社

協
が
77
・
3
％
を
占
め
て
い
る
。

　

平
成
29
年
12
月
本
会
が
全
国
の
社
協
を
対

象
に
実
施
し
た
「
平
成
29
年
度
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
実
態
調
査
」（
以
下
、
実
態
調

査
）
に
よ
る
と
、
行
政
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
連
携
の
広
が
り

や
、
制
度
外
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
、
社

会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
も
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

　

一
方
、
実
態
調
査
か
ら
は
、
チ
ラ
シ
や
広

報
誌
等
へ
の
掲
載
、
民
生
委
員
へ
の
説
明
は

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
S
N
S
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
は
未
着
手
の
社
協
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
今
後
は
、
窓
口
に
直
接
来
ら
れ

な
い
人
や
、
対
面
で
の
相
談
が
難
し
い
人
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
な
相
談
受
付
方
法
の
工

夫
、
対
象
者
の
年
齢
等
に
あ
わ
せ
た
多
様
な

媒
体
で
の
情
報
発
信
な
ど
、
よ
り
き
め
細
か

な
事
業
の
周
知
や
対
象
者
把
握
に
向
け
た
実

践
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
居
場
所

や
役
割
づ
く
り
な
ど
の
「
出
口
」
を
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
「
行
っ
て
い
な
い
」

と
す
る
社
協
が
20
・
4
％
に
の
ぼ
る
な
ど
、

多
様
な
「
出
口
」
確
保
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
も
課
題
の
一
つ
と
言
え
る
。

　

多
様
で
複
雑
な
課
題
を
か
か
え
た
人
・
世

帯
に
対
す
る
支
援
に
お
い
て
は
、
相
談
者
の

状
況
に
応
じ
た
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
相
談
者

の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な
出
口
の
確
保
や
、

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
に
よ

る
生
活
支
援
・
就
労
支
援
の
拡
充
、
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
従
来
の
福
祉
の
域

を
超
え
た
他
分
野
の
関
係
機
関
や
事
業
主
体

と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

社
協
か
ら
の
協
議
の
場
づ
く
り
を
働
き
か
け

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
社
協
の

総
合
力
を
活
か
し
た
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、

対
外
的
な
連
携
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
協
内
の

連
携
を
図
る
こ
と
も
必
要
な
視
点
で
あ
る
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、「
生
活
困

窮
者
の
自
立
と
尊
厳
の
確
保
」や「
生
活
困
窮

者
の
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
」を
目
標

と
し
て
い
る
。生
活
困
窮
か
ら
の
脱
却
の
み

な
ら
ず
、当
事
者
が
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
自
立
し
た
生
活
を

営
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
お
い
て
も
、

生
活
困
窮
者
の
支
援
は
そ
の
中
核
と
な
る
。

　
「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
に
お

い
て
も
、
生
活
困
窮
や
社
会
的
孤
立
等
の
深

刻
な
生
活
課
題
を
地
域
の
課
題
と
し
て
と
ら

え
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

す
る
た
め
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
中
核
的
団
体
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か

し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
受
託
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
社
協
に
お
い
て
重

要
な
視
点
で
あ
る
。

　

今
号
で
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
の
受
託

に
あ
た
り
、
社
協
内
の
相
談
体
制
整
備
を
行

い
局
内
連
携
を
進
め
、
支
援
対
象
者
の
把
握

に
向
け
て
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て

い
る
新
潟
県
・
南
魚
沼
市
社
協
の
取
り
組
み

と
、
市
内
の
多
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
重
点
的
に
就
労
支
援
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
北
海
道
・
江
別
市
社
協
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
い
。

（
＊
） 

推
進
方
策
は
、
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
全
社
協
の
主
な
指

針
・
規
定
等
一
覧
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
本
格
施
行
さ
れ
て
4
年
目
を
迎
え
、
平
成
30
年
6

月
1
日
に
は
「
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
改
正
法
）
が
可
決
さ
れ
た
。

　
一
方
、
全
社
協
・
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
協
に
お
け
る
生

活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み
状
況
、
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
「
社
協
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
推
進
方
策
（
＊
）」（
平
成
30

年
6
月
7
日
）
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
今
号
で
は
、
社
協
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
進
め
る

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
改
め
て
、
社
協
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い

て
考
え
る
。

改
め
て
考
え
る

社
協
に
お
け
る

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
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南
魚
沼
市
の
概
要

　

南
魚
沼
市
は
人
口
5
万
7
千
人
弱
・
面
積

は
5
8
4
・
55
㎢
で
広
い
面
積
を
擁
す
る
自

治
体
で
あ
る
。
霊
峰
八
海
山
、
清
流
魚
野
川

な
ど
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
魚
沼
盆
地
で
は

南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
特
産
と
し
、
酒
蔵

も
多
数
あ
る
。
冬
は
2
m
以
上
の
雪
壁
が
で

き
る
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
ス
キ
ー
観
光
が
盛

ん
で
あ
る
。

　

生
活
困
窮
者
支
援
を
め
ぐ
る
現
状
と
し
て

は
、
平
成
30
年
4
月
で
被
保
護
世
帯
数
は

1
6
4
世
帯
・
保
護
人
員
は
1
9
2
人
・
保

護
率
は
3
・
03
‰
と
低
め
の
数
値
で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
経
路
は
4
割
が
行

政
か
ら
の
紹
介
で
あ
り
、
な
か
で
も
福
祉

課
・
税
務
課
か
ら
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

相
談
者
の
中
に
は
通
院
し
て
い
る
者
も
多
く
、

保
健
課
と
連
携
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

相
談
対
応
実
績
と
し
て
は
、
27
年
度
の
新

規
件
数
1
4
2
件
（
人
口
10
万
人
当
た
り

20
・
1
件
）、
28
年
度
は
95
件
（
同
13
・
6

件
）、
29
年
度
が
73
件
（
同
10
・
6
件
）
と
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
継
続
ケ
ー
ス
へ

の
対
応
回
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

相
談
支
援
体
制
の
整
備

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
南
魚
沼
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
相
談
窓
口
「
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
み
な
み
」
を
設
置
し
た
。
同
時
に
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
う
ち
自
治
体
の
任

意
事
業
で
あ
る
家
計
相
談
支
援
事
業
の
受
託

を
開
始
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
途
中
に
は
、

新
た
に
学
習
支
援
事
業
も
受
託
し
た
。

　

南
魚
沼
市
社
協
（
以
下
、
市
社
協
）
で
は
、

本
事
業
受
託
に
と
も
な
い
、
生
活
支
援
係
を

新
設
し
、
そ
れ
ま
で
地
域
福
祉
係
で
行
っ
て

い
た
業
務
の
う
ち
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
、
市
社
協
独
自
の
緊
急
支
援
資
金
貸
付
事

業
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
心
配
ご
と

相
談
事
業
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

と
関
連
す
る
こ
と
か
ら
当
係
に
て
一
括
で
担

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

窓
口
設
置
当
初
は
相
談
員
4
人
体
制
だ
っ

た
が
、
平
成
28
年
10
月
よ
り
1
名
増
の
5
人

体
制
と
な
っ
た
。

　

事
業
開
始
4
か
月
は
生
活
保
護
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
同
席
し
て
相
談
を
受
け
る
形
を

取
っ
た
。
現
在
も
市
と
は
連
携
を
密
に
し
て

お
り
、
相
談
者
が
市
庁
舎
に
来
た
場
合
、
私

た
ち
が
1
㎞
ほ
ど
離
れ
た
市
庁
舎
に
行
き
、

相
談
に
対
応
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
毎
月

開
催
す
る
支
援
調
整
会
議
に
は
市
の
厚
生
福

祉
係
長
も
毎
回
出
席
し
、
支
援
内
容
に
つ
い

て
常
に
共
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
支
援
調

整
会
議
を
拡
大
さ
せ
て
、
よ
り
多
く
の
関
係

者
に
参
加
し
て
も
ら
う
全
体
会
を
3
か
月
に

一
度
開
催
し
、
市
社
協
が
事
務
局
を
担
っ
て

い
る
。
全
体
会
で
は
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

児
童
相
談
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が
参
加
し

て
い
る
。
広
く
情
報
共
有
を
し
、
生
活
困
窮

者
の
個
別
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

全
体
会
以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携

を
進
め
て
い
る
。（
図
1
）

　

ま
た
、
係
内
で
は
、
月
に
一
度
会
議
を
行

い
、
状
況
に
応
じ
て
事
例
検
討
や
勉
強
会
を

行
っ
て
い
る
。
主
任
相
談
支
援
員
が
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
し
、
助
言
等
を
行
い
、
係
内
で

の
情
報
共
有
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

ど
の
相
談
員
で
も
幅
広
く
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

支
援
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し

　

窓
口
設
置
初
年
度
は
作
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
窓
口
周
知

に
努
め
た
。
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
金
融
機
関
、
医
療
機
関
な
ど

へ
配
布
し
、
さ
ら
に
社
協
広
報
誌
と

一
緒
に
市
内
約
2
万
世
帯
に
全
戸
配

布
も
実
施
し
た
。
翌
年
度
に
は
小
中

学
校
校
長
会
で
の
事
業
説
明
、
図
書

館
・
警
察
署
・
薬
局
・
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
・
ガ
ス
会
社
等
へ
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
を
意
識
し
、
相
談

員
が
配
布
を
行
っ
た
。
ま
た
、
市
民

の
身
近
な
よ
ろ
ず
相
談
所
と
し
て
、

複
数
会
場
で
開
催
し
て
い
る
心
配
ご

と
相
談
所
と
合
同
の
出
張
相
談
窓
口

を
企
画
・
実
施
し
た
。
さ
ら
に
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
て
市
内
各
所
へ
掲
示
、

市
民
祭
り
会
場
に
お
い
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
、
行
政
の
地
域
福
祉
推

進
委
員
会
・
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
・
自

殺
/
認
知
症
対
策
会
議
に
お
い
て
の
事
業
説

明
と
報
告
、
そ
し
て
市
民
向
け
講
演
会
開
催
、

ラ
ジ
オ
「
F
M
ゆ
き
ぐ
に
」
番
組
内
で
の
事

業
紹
介
な
ど
の
周
知
活
動
を
行
っ
た
。
な
お
、

ラ
ジ
オ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ア
ー
カ
イ
ブ
へ

の
リ
ン
ク
が
当
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
内
に
あ
る
。

相
談
支
援
の
状
況

　

新
規
相
談
者
に
は
、
ま
ず
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
の
相
談
と
し
て
受
付
を
し

て
も
ら
う
。
相
談
内
容
を
聴
い
て
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
支
援
の
方
向
性
を
決
め
る
。

相
談
者
のニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
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図 1　南魚沼市における生活困窮者自立支援制度と他制度・他機関との連携
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そ
の
な
か
で
生
活
福
祉
資
金
な
ど
の
貸
付
事

業
利
用
が
で
き
る
か
の
判
断
も
行
っ
て
い
く
。

市
社
協
で
実
施
す
る
他
制
度
の
利
用
を
ス

ム
ー
ズ
に
検
討
で
き
る
こ
と
は
、
当
係
で
一

括
し
て
相
談
を
受
け
て
い
る
強
み
と
言
え
る
。

貸
付
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
相
談
者
や
、
各

種
貸
付
金
の
償
還
が
完
了
し
た
相
談
者
に
つ

い
て
も
、
本
来
で
あ
れ
ば
継
続
的
な
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
相
談

に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
必

要
に
応
じ
て
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
相
談

窓
口
と
し
て
常
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
こ
と

を
伝
え
続
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

家
計
に
問
題
や
課
題
が
あ
る
相
談
者
に
対

し
て
は
、
家
計
相
談
支
援
事
業
の
利
用
を
提

案
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。
相
談
者
は
、

①
収
入
・
生
活
費
の
不
足
、
②
税
金
・
公
共

料
金
の
滞
納
、
③
債
務
な
ど
の
課
題
を
か
か

え
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
課
題
に
向
き
合

え
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
本
人
と
と
も
に

情
報
の
整
理
や
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
相
談
者
か
ら
家
計
状
況
の
聞
き
取

り
、
各
種
支
払
い
先
や
滞
納
先
へ
の
同
行
支

援
、
連
携
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
相
談
者
の
能
力
に
合
っ
た
方
法

で
の
家
計
改
善
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
家
計
状
況
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
・
司
法

書
士
へ
の
協
力
依
頼
に
よ
る
債
務
整
理
等
の

手
続
き
補
助
、
公
的
給
付
や
減
免
等
の
制
度

利
用
の
た
め
の
行
政
担
当
部
署
へ
の
相
談
提

案
・
同
行
も
実
施
し
て
い
る
。

　

生
活
支
援
係
と
し
て
、
ま
た
社
協
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
事
業
へ
つ
な
げ
る
べ
く
、
体
制
づ

く
り
と
連
携
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
者

の
判
断
能
力
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
を
勧
め
る

こ
と
も
あ
る
。
生
活
状
況
や
能
力
に
よ
っ
て

家
計
相
談
支
援
事
業
と
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
提
案
す
る
。
加

え
て
学
習
支
援
事
業
と
他
事
業
と
の
連
携
も

進
め
て
い
る
。
社
協
の
建
物
内
の
一
室
を
利

用
し
て
、
毎
週
一
回
通
所
型
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、
相
談
者
世
帯
に
児
童
が
居
る
場
合

に
は
利
用
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
学

習
支
援
事
業
の
問
い
合
わ
せ
に
来
た
児
童
を
、

市
社
協
の
他
係
主
管
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

や
居
場
所
提
供
事
業
に
つ
な
げ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

今
後
に
つ
い
て

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
「
地
域
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
相
談
窓
口
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
模
索
し
続
け
て
い
る
。
考
え
方
の
基
盤
は

地
域
に
す
で
に
あ
る
活
動
・
団
体
と
の
連
携

で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
区

保
護
司
会
主
管「
ゆ
き
ぐ
に
協
力
雇
用
主
会
」

と
の
連
携
体
制
を
築
き
、
就
労
場
所
の
開
拓

を
行
う
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
制
度
も
改
正
さ
れ
て
い
く
な
か
、

係
員
の
継
続
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
過
去
に
も
国
研
修
へ

参
加
し
た
係
員
に
よ
る
伝
達
研
修
や
圏
域
で

の
情
報
交
換
会
で
の
報
告
、
主
任
相
談
員
に

よ
る
県
内
生
活
困
窮
者
支
援
事
業
従
事
者
研

修
の
研
修
委
員
担
当
、
権
利
擁
護
関
連
団
体

や
社
会
福
祉
士
会
主
催
研
修
へ
の
参
加
、
県

内
福
祉
事
務
所
の
新
人
生
活
保
護
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
研
修
へ
の
参
加
な
ど
、
積
極
的
な

情
報
収
集
と
共
有
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
後
も
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
取
り
組
み
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
私
た
ち
の
窓
口
に
は
多

く
の
相
談
者
が
悩
み
ぬ
い
た
末
に
来
ら
れ
る
。

相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
最
善
の
方
向
性

を
と
も
に
考
え
ら
れ
る
事
業
展
開
を
さ
ら
に

め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

江
別
市
の
概
要

　

江
別
市
は
、
札
幌
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
発
展
し
、
農
業
地
区
と
工
業
地
区
を
有

す
る
人
口
11
万
8
9
7
9
人（
5
万
6
4
5
6

世
帯
）
の
市
で
あ
る
（
高
齢
化
率
29
・
1
％
、

生
活
保
護
率
は
12
・
7
‰
：
平
成
29
年
10
月

1
日
現
在
）。

　

江
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市
社

協
）
は
、
平
成
27
年
4
月
よ
り
自
立
相
談
支

援
事
業
を
受
託
し
、「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
え
べ
つ
」
を
開
設
し
た
。
平
成
28
年

度
か
ら
は
市
で
家
計
相
談
支
援
事
業
と
就
労

準
備
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、

家
計
相
談
支
援
事
業
を
市
社
協
、
就
労
準
備

支
援
事
業
を
N
P
O
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
が
受
託
し
て
い
る
。

　
「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
べ
つ
」は
、

主
任
相
談
支
援
員
、
相
談
支
援
員
兼
就
労
支

援
員
、
相
談
支
援
員
兼
家
計
相
談
支
援
員
の

3
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の

新
規
相
談
件
数
は
3
6
1
件
、
延
べ
相
談
件

数
は
2
4
5
3
件
と
な
っ
て
お
り
、
人
口

10
万
人
・
ひ
と
月
あ
た
り
の
相
談
件
数
は
、

全
国
平
均
の
約
2
倍
と
な
っ
て
い
る
。

現
場
職
員
に
求
め
ら
れ
る
覚
悟

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
現
場
で
、

私
た
ち
は
多
く
の
相
談
を
受
理
し
て
き
た
。

失
業
・
病
気
・
障
害
・
多
重
債
務
・
虐
待
・

住
居
喪
失
・
離
婚
︙
︙
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と

感
情
が
世
帯
内
で
絡
み
合
い
、
時
と
し
て
答

え
を
見
出
せ
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
お
ち
い
る
人
々

を
、
私
た
ち
は
そ
の
傍
ら
で
支
援
を
続
け
て

き
た
。
実
践
か
ら
可
視
化
さ
れ
た
の
は
、「
深

刻
な
孤
立
」
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
中
で
は
な

く
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
存
在
す
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
社
会
保
障
施
策
の
限

界
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
支
援
が
難
し
い
と

み
な
さ
れ
て
き
た
領
域
に
対
し
、
私
た
ち
は

そ
の
複
雑
性
・
個
別
性
に
真
正
面
か
ら
立
ち

向
か
う
必
要
が
あ
る
と
の
証
左
で
も
あ
る
。

「
就
職
の
支
援
」
と
「
役
割
・
出
番

の
創
出
」

　

市
社
協
で
は
、「
就
職
の
支
援
」
と
「
役

割
・
出
番
の
創
出
」
の
二
本
柱
で
就
労
支
援

を
重
点
的
に
推
進
し
て
き
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
国
研
修
を
受
講
し
、
就
労

支
援
は
人
間
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

「
就
労
」
と
い
う
営
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

ネット
ワ
ー
ク
が
紡
ぐ
、『
応
援
団
』
の
カ
タ
チ

 

江
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
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に
即
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
と
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
収
入
を

得
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
構
築
し
、
自
己
実
現
を
図
る
重
要
な
意
義

が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
改
め
て
、「
就
労
」
が

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
自
立
に
つ
な
が
る
と
感

じ
た
。

　
「
就
職
の
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
市
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
行
や

適
職
の
相
談
な
ど
を
行
い
、
並
行
し
て
「
無

料
職
業
紹
介
事
業
」（
平
成
29
年
1
月
・
許

可
）
を
活
用
し
た
就
職
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
は
求
人
を
希
望
す
る
企
業
へ
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
業
務
内
容
を
分
解
（
例
：

介
護
職
の
業
務
を
直
接
介
護
と
間
接
介
護
に

分
け
る
）
し
、
相
談
者
が
実
行
で
き
そ
う
な

部
分
を
ス
ポ
ッ
ト
求
人
と
し
て
取
り
扱
い
、

職
業
紹
介
を
す
る
と
い
う
形
で
実
践
し
て
い

る
。
求
人
を
受
理
す
る
際
に
は
、
可
能
で
あ

れ
ば
、
担
当
者
自
身
が
該
当
業
務
を
体
験
し

た
り
、
見
学
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
業
務
の

難
易
度
や
企
業
の
風
土
を
理
解
し
た
う
え
で

相
談
者
へ
紹
介
し
て
い
る
。
従
来
の
「
マ
ッ

チ
ン
グ
」
と
い
う
よ
り
も
、「
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
表
現
が
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
役
割
・
出
番
の
創
出
」
に
つ
い
て
は
、
相

談
者
の
特
技
や
好
き
な
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
よ
う
に

意
識
し
て
い
る
。
絵
画
が
得
意
な
の
で
あ
れ

ば
商
業
施
設
で
飾
る
ア
ー
ト
作
品
の
作
画
、

黙
々
と
し
た
作
業
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
農

場
で
の
野
菜
の
栽
培
、
紙
を
切
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
障
害
者
向
け
の
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
作
成
な
ど
、
相
談
者
が
持
つ
力
を

い
か
に
引
き
出
し
、
そ
し
て
地
域
社
会
に
還

元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
念
頭
に
支
援

を
し
て
い
る
。
そ
し
て
段
階
的
に
就
労
準
備

支
援
事
業
の
利
用
に
つ
な
げ
、
相
談
者
が

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組

め
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

就
労
準
備
支
援
事
業
利
用
者
に
は
、
一
度

も
就
職
し
た
こ
と
が
な
い
者
、
ブ
ラ
ン
ク
期

間
が
10
年
以
上
あ
る
者
な
ど
、
経
験
が
途
絶

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
者
も
多
く
、
生
活
リ

ズ
ム
の
建
て
直
し
か
ら
、
段
階
に
応
じ
た
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
道
内
の

先
駆
モ
デ
ル
を
参
考
に
、
江
別
市
版
の
中
間

的
就
労
の
場
づ
く
り
の
た
め
、く
ら
し
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
え
べ
つ
と
就
労
準
備
支
援
事
業

所
、
企
業
と
の
三
者
協
定
を
結
び
「
就
労
実

習
・
体
験
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
身

近
な
と
こ
ろ
で
簡
単
に
職
業
体
験
が
で
き
る

こ
と
が
継
続
性
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
、
企
業

か
ら
提
出
し
て
も
ら
う
の
は
受
入
申
請
書
と

覚
書
の
2
点
の
み
に
し
、
受
け
入
れ
先
の
拡

大
を
図
っ
た
。
現
在
は
、
ま
だ
登
録
は
3
社

だ
が
、
今
後
も
積
極
的
に
企
業
等
へ
は
た
ら

き
か
け
て
い
き
た
い
。

　

就
労
支
援
を
必
要
と
す
る
相
談
者
は
、
と

も
す
る
と
職
場
か
ら
排
除
さ
れ
た
り
す
る
よ

う
な
状
況
に
お
か
れ
や
す
い
。そ
の
な
か
で
い

か
に
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
場
を

用
意
で
き
る
か
、
私
た
ち
は
問
わ
れ
て
い
る
。

多
機
関
連
携
に
お
け
る
『
ハ
ブ
』
を

め
ざ
し
て

　

私
た
ち
が
相
談
室
で
で
き
る
こ
と
に
は
限

り
が
あ
る
。
そ
の
限
界
を
超
え
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
団
体
と
、「
私
た
ち
自

身
が
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
」
＝
「
多
機
関

連
携
体
制
」
が
重
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
28
年
度
に
は
、
市
社
協
の

呼
び
か
け
で
市
内
各
機
関
を
招
集
し
「
江
別

市
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」（
以
下
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）
を
立
ち

上
げ
た
。
こ
の
会
議
は
、
江
別
市
と
市
社
協

が
協
働
で
事
務
局
を
担
っ
て
お
り
、
企
業
経

営
者
・
民
生
委
員
・
警
察
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
N
P
O
・
弁
護
士
・
福
祉
事
業
者
・

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
大
学
教

員
・
行
政
職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や

団
体
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
で
は
何
か
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、

「
お
互
い
が
お
互
い
を
知
る
こ
と
」を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
会
議
で
の
つ
な
が
り
を
軸
に
、

「
こ
ど
も
食
堂
」「
農
福
連
携
協
議
会
」
な
ど

と
の
連
携
や
、「
緊
急
時
に
お
け
る
警
察
へ

の
協
力
要
請
」「
緊
急
支
援
用
の
食
料
調
達
」

な
ど
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
就
労
支
援
に
お
い
て
は
、「
企
業
と

相
談
者
が
対
話
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
や
、

前
述
の
「
就
労
実
習
・
体
験
事
業
」
の
創
設

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
江
別
市
の
よ
う
に

自
治
体
内
で
、
自
立
相
談
支
援
事
業
と
就
労

準
備
支
援
事
業
の
受
託
先
が
異
な
る
場
合
も

あ
る
と
思
う
が
、
自
立
相
談
支
援
機
関
・
就

労
準
備
支
援
機
関
が
相
互
に
共
通
意
識
を
持

ち
、
互
い
に
共
有
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
、
就
労
準
備
支
援

事
業
、
企
業
と
の
連
携
を
通
し
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
が
分
野
や
相
談
類
型
別
に

縦
割
り
と
な
っ
て
い
る
支
援
体
制
を
つ
な
げ
、

潤
滑
油
や
横
串
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

『
応
援
団
を
つ
く
る
』
と
い
う
こ
と

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
の
本
質
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
一
人
ひ

と
り
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
受
け
止
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
願
う
応
援
団
を
つ
く

る
」
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
社
協
の

強
み
は
、
多
様
な
関
係
者
・
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
、
主
体
性
を
も
っ
て
生
活
困
窮

者
の
自
立
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
よ
り

効
果
的
な
「
応
援
団
づ
く
り
」
に
つ
な
が
っ

て
く
る
と
感
じ
て
い
る
。
私
た
ち
は
事
業
担

当
者
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
福
祉
の
推
進
を

担
う
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
し
て
、
そ

の
手
法
を
模
索
し
こ
れ
か
ら
も
実
践
し
続
け

て
い
く
。

江別市生活困窮者自立支援ネットワーク会議の様子
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前
回
の
プ
ロ
ッ
ト
（
7
月
号
／
N
o
. 

3
1
8
）
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
非

役
職
者
の
表
の
上
限
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
い

る
、
上
限
に
到
達
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
号
俸
を
追
加
し
て
昇
給
運
用
を
続
け
て
い

る
等
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
表
の
上
限
を
定
め
る
こ
と
は
、
人
件

費
支
出
を
抑
え
て
、
そ
の
抑
え
た
分
を
ほ
か

の
職
員
に
回
す
再
配
分
機
能
と
い
え
ま
す
。

逆
転
現
象
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
非
役
職

者
に
は
こ
れ
以
上
は
払
え
な
い
と
い
う
ラ
イ

ン
を
ま
ず
明
確
に
設
定
し
、
そ
れ
を
厳
守
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

仮
に
上
限
を
切
り
下
げ
る
改
訂
を
し
た
と

き
は
、
新
俸
給
表
の
上
限
を
超
え
て
し
ま
う

方
が
出
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
職
員
の
給
与

を
制
度
改
定
時
に
一
気
に
超
過
分
を
カ
ッ
ト

す
る
の
は
、
不
利
益
変
更
の
問
題
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
際
に
は
カ
ッ
ト
で
き
な
い
と
考

え
る
べ
き
で
す
。（
図
1
参
照
）

　

そ
の
た
め
、
表
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
職

員
と
は
違
う
昇
降
給
の
運
用
と
し
、
評
価
が

よ
く
な
い
と
昇
給
し
な
い
、
あ
る
い
は
昇
給

幅
を
か
な
り
小
さ
く
す
る
等
の
運
用
を
考
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
一
般
に
上
限
を
超
え

て
い
る
職
員
は
比
較
的
高
勤
続
者
が
多
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
定
年
退
職
等
で
徐
々

に
上
限
を
超
え
て
い
る
方
の
減
少
を
待
つ
の

が
妥
当
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
扱
い

は
制
度
改
定
時
に
新
た
な
上
限
値
を
超
え
た

方
に
つ
い
て
の
み
の
対
応
で
、
上
限
を
定
め

た
以
上
、
表
内
を
昇
給
し
て
き
て
上
限
に
到

達
し
た
場
合
は
、
上
限
を
超
え
て
の
昇
給
は

し
な
い
と
い
う
こ
と
を
徹
底
す
べ
き
な
の
は

前
述
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
中
間
管
理
職
層
の
等
級
の
下
限
金

額
を
引
き
上
げ
て
、
職
責
に
報
い
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
下
限
を
下

回
る
職
員
が
出
て
き
ま
す
。
原
資
に
余
裕
が

あ
り
、
一
気
に
下
限
額
ま
で
昇
給
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
中
間
管
理
職
の
不
遇
状
態
を

か
な
り
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、

現
実
に
は
な
か
な
か
こ
う
し
た
対
応
は
困
難

で
す
の
で
、
下
限
額
に
達
す
る
ま
で
は
通
常

の
昇
給
額
に
一
定
額
を
加
算
し
て
昇
給
さ
せ

る
、
い
わ
ゆ
る
下
駄
を
履
か
せ
た
昇
給
運
用

と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ま
す
。

　

中
途
採
用
者
の
場
合
、
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
「
過
去
の
職
歴
イ
コ
ー
ル
社
協
が

必
要
と
し
て
い
る
実
績
・
ス
キ
ル
の
持
ち
主
」

と
は
限
ら
な
い
と
い
う
点
で
す
。
前
職
換
算

制
度
は
、
同
種
の
仕
事
に
5
年
間
従
事
し
て

い
た
場
合
は
、
皆
さ
ん
の
社
協
で
5
年
間
勤

め
た
職
員
と
同
じ
給
与
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
対
応
と
し
て
は
、
評
価

制
度
が
あ
る
事
業
所
で
は
、
試
用
期
間
中
に

評
価
を
行
い
、
そ
の
実
績
に
よ
っ
て
試
用
期

間
後
の
賃
金
を
変
え
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
試
用
期
間
中
の
賃
金

は
若
干
低
め
に
抑
え
て
お
き
、
試
用
期
間
中

の
評
価
結
果
か
ら
み
て
当
社
協
と
し
て
問
題

な
い
レ
ベ
ル
な
ら
前
職
換
算
し
た
額
と
同
等

程
度
の
金
額
、
非
常
に
優
秀
と
の
評
価
で
あ

れ
ば
よ
り
高
い
金
額
、
問
題
が
あ
る
レ
ベ
ル

で
あ
れ
ば
試
用
期
間
中
と
同
程
度
の
金
額
と

す
る
と
い
う
方
法
で
す
。
も
ち
ろ
ん
評
価
成

績
ご
と
の
金
額
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お

き
、
募
集
採
用
時
か
ら
十
分
に
説
明
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
こ
う
し
た
方
法
で

運
用
し
て
い
る
事
業
所
で
は
、
実
力
と
賃
金

が
見
合
う
よ
う
に
な
り
、
頑
張
れ
ば
試
用
期

間
後
の
賃
金
が
上
が
る
の
で
、
最
初
か
ら
仕

事
に
全
力
を
注
い
で
も
ら
え
る
こ
と
等
の
効

果
も
あ
り
ま
す
。
給
与
を
検
討
す
る
際
は
、

こ
の
前
職
の
職
歴
を
自
動
的
に
換
算
す
る
仕

組
み
の
是
非
も
合
わ
せ
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
給
与
の
基
本
給
部
分
に
つ
い
て

説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
給
与
に
関
し
て
は
、

生
活
給
的
な
側
面
が
強
い
た
め
、
改
定
を
す

る
に
せ
よ
運
用
を
通
し
た
改
善
を
め
ざ
す
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
制
度
改
定
し
て
も
即
効
性

は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
運
用
し
て
い
く

こ
と
で
不
合
理
を
是
正
で
き
る
再
配
分
機
能

中
間
管
理
職
の
不
遇
を

改
善
す
る
に
は

中
途
採
用
者
の
処
遇

人
事
・

　
　
　
労
務
管
理

社
協
の
質
を
向
上
さ
せ
る

第14回
• 連 載 •

綱
川
労
務
管
理
セ
ン
タ
ー
／H

RM
‒LIN

KS C
o.,Ltd.

人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
社
会
保
険
労
務
士
　
　
　
　

綱
川
　
晃
弘

　
前
回
は
、
行
政
職
俸
給
表
を
使
用
し
た
ま
ま
で
、
ま
ず
は
給
与
表
を
細
分
化
し
て
評
価
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
勤
務
実
績
に
応
じ
た
公
平
な
支
給
と
な
る
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
中
間
管
理
職
が
不
遇
と
な
っ
て
い
る
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
、
役
職
者
と
非
役
職

者
の
逆
転
現
象
を
ど
う
解
消
す
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

図 1　新俸給表に表れる上限と下限の状況

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

1 2 3 4 5 6 7

設計時の下限

設計時の上限

1等級

上限を上まわる者

下限を下まわる者

（等級）
役職上位

（円／月）
職位別ベース給

7等級
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を
仕
込
ん
だ
新
た
な
仕
組
み
を
早
く
導
入
し

な
い
と
、
不
合
理
の
是
正
等
の
制
度
改
定
の

果
実
を
い
つ
ま
で
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

人
件
費
の
内
訳
と
し
て
は
、
今
ま
で
見
て

き
た
給
与
の
ほ
か
に
、
期
末
勤
勉
手
当
と
い

う
賞
与
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
賞
与
で
考

え
る
べ
き
こ
と
は
、
賞
与
の
総
原
資
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
決
め
ら
れ
た
総
原

資
を
個
人
に
ど
う
配
分
す
る
か
と
い
う
2
点

に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
事
業
を
行
っ
て
い
る
社
協
で
は
報
酬

改
定
等
に
よ
る
法
人
業
績
変
動
は
あ
り
ま
す

し
、
地
域
福
祉
の
み
の
社
協
で
も
市
区
町
村

の
財
政
状
況
等
に
よ
っ
て
は
委
託
費
や
補
助

金
も
変
動
が
あ
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
外

部
環
境
が
変
動
し
法
人
業
績
が
変
動
し
た
と

き
は
、
通
常
、
給
与
部
分
を
変
動
さ
せ
て
対

応
す
る
こ
と
よ
り
も
、
賞
与
の
総
原
資
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
賞
与
の
総
原
資
は
、
業
績
変
動

に
対
す
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
協
の
現
状
を
み
る

と
、
賞
与
は
固
定
費
化
し
て
い
て
法
人
業
績

に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
額
を
支
給
し
続
け
、

場
合
に
よ
っ
て
は
内
部
留
保
を
取
り
崩
し
て

支
給
し
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
ま
す
。

一
定
額
の
賞
与
を
支
給
し
続
け
る
こ
と
は
、

職
員
の
定
着
と
い
う
面
で
は
非
常
に
よ
い
こ

と
で
す
が
、
一
方
で
法
人
の
安
定
的
な
運
営

と
い
う
面
で
は
、
賞
与
が
固
定
費
化
し
て
業

績
変
動
に
対
応
し
に
く
い
と
い
う
リ
ス
ク
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

社
協
の
な
か
に
は
就
業
規
則
で
支
給
月
数

を
明
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

賞
与
の
総
原
資
は
、
賞
与
支
給
時
点
で
の
業

績
、
そ
の
後
の
見
込
み
を
勘
案
し
て
理
事
会

な
い
し
は
会
長
が
定
め
る
と
い
う
よ
う
な
、

業
績
に
応
じ
た
支
給
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
に
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

賞
与
の
変
動
費
化
を
し
た
う
え
で
、「
従
来

と
同
額
の
賞
与
を
支
給
す
る
に
は
、
ど
の
程

度
の
収
入
が
必
要
か
を
把
握
し
、
そ
の
収
入

を
何
と
か
確
保
す
る
た
め
に
、
月
次
等
で
収

支
を
把
握
し
、
賞
与
が
予
算
通
り
支
給
で
き

る
よ
う
に
社
協
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
行
う
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
基
本
と
す
べ
き
で
す
。

　

次
に
個
人
配
分
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。
前
回
も
書
い
た
と
お
り
、
責
任
の

重
い
役
割
上
位
の
方
よ
り
も
、
非
役
職
者
の

方
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
例
が
多
く
み

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
格
差
を
賞
与

で
は
3
倍
と
か
4
倍
に
し
て
払
っ
て
い
る
と

い
う
構
図
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
格
差
の

助
長
を
緩
和
し
、
仕
事
の
実
績
で
あ
る
評
価

成
績
も
反
映
す
る
方
法
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
と
い
う
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
は
、
一
定
の
原
資
を
、

あ
ら
か
じ
め
設
計
し
て
お
い
た
ポ
イ
ン
ト
表

を
使
い
配
分
す
る
方
式
で
、
配
分
方
法
は
一

般
的
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

① 

法
人
が
決
定
し
た
賞
与
総
原
資
か
ら
一

部
を
ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
で
配
分
す
る
原

資
と
し
て
区
分
す
る
。

② 

各
人
ご
と
に
等
級
と
人
事
考
課
の
成
績

を
ポ
イ
ン
ト
表
に
当
て
は
め
て
各
人
の

ポ
イ
ン
ト
を
算
出
す
る
。

③ 

①
の
ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
原
資
を
②
で
算

出
し
た
各
人
ポ
イ
ン
ト
の
総
合
計
で
割

り
、
ポ
イ
ン
ト
単
価
を
算
出
す
る
。

④ 

③
の
ポ
イ
ン
ト
単
価
を
ポ
イ
ン
ト
に
乗

じ
て
配
分
額
を
決
定
す
る
。

　

①
の
原
資
の
額
で
す
が
、
賞
与
を
期
末
・

勤
勉
手
当
と
し
て
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
社
協
で
は
、
勤
勉
手
当
の
総
原
資
が
一

つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
。
元
々
規
程
等
を
み

て
も
勤
勉
手
当
は
成
績
に
よ
っ
て
支
給
す
る

と
い
う
記
載
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で

は
成
績
を
決
め
る
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
な

い
た
め
、
賞
与
算
定
基
礎
額
に
支
給
月
数
を

掛
け
て
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
け
で

す
が
、
評
価
制
度
が
機
能
す
れ
ば
規
程
を
変

え
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

い
き
な
り
勤
勉
手
当
の
す
べ
て
を
ポ
イ
ン
ト

制
で
配
分
す
る
と
変
動
が
大
き
い
の
で
、
初

年
度
は
勤
勉
手
当
の
10
％
、
次
年
度
は
20
％

と
い
う
よ
う
に
段
階
的
に
原
資
を
大
き
く
し

て
い
く
の
が
現
実
的
に
は
妥
当
で
し
ょ
う
。

　

②
の
ポ
イ
ン
ト
表
の
作
り
方
で
す
が
、
標

準
と
い
え
る
B
評
価
で
も
責
任
の
重
い
役
職

ほ
ど
ポ
イ
ン
ト
を
高
く
す
べ
き
で
す
。
こ
の

等
級
間
格
差
は
、
号
俸
等
級
表
の
各
級
中
央

値
等
に
基
づ
く
格
差
を
考
え
る
の
が
妥
当
で

す
。
ま
た
、
評
価
成
績
に
応
じ
て
格
差
を
つ

け
る
評
価
間
格
差
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
図

2
の
例
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
単
価
は
全
員
共
通

な
た
め
、
Ⅱ
等
級
で
A
評
価
を
取
る
と
必
ず

Ⅲ
等
級
の
B

評
価
の
配
分

額
を
超
え
る

こ
と
と
な
り

ま
す
。
前
述

の
給
与
部
分

で
の
逆
転
現

象
を
少
し
で

も
緩
和
す
る

た
め
に
、
ど
の
程
度
の
格
差
を
つ
け
る
こ
と

が
よ
い
か
を
考
え
て
設
計
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
④
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
は
、

一
定
の
原
資
を
分
け
合
う
の
で
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
成
績
と
な
ろ
う
と
も
当
初
の
原
資
を

超
え
る
こ
と
は
な
く
、
補
正
予
算
等
の
必
要

が
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
単
価
は
総
原
資
と
総
ポ

イ
ン
ト
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。
よ
り
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
い
場
合
は
、
ポ
イ
ン
ト
表
数

値
の
格
差
を
大
き
く
す
る
こ
と
や
、
総
原
資

を
増
や
し
て
ポ
イ
ン
ト
単
価
を
大
き
く
す
る

こ
と
で
も
メ
リ
ハ
リ
は
つ
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
は
、「
金
額
格

差
」
を
保
証
し
た
も
の
で
は
な
く
、
等
級
や

評
価
に
よ
る
「
ポ
イ
ン
ト
配
分
格
差
」
を
保

証
し
た
仕
組
み
と
い
え
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
制
賞
与
に
移
行
し
た
と
き
は
、

今
ま
で
の
よ
う
に
月
次
給
与
が
決
ま
れ
ば
賞

与
が
計
算
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
な

り
、
成
績
等
に
よ
っ
て
配
分
が
増
え
る
方
も

い
れ
ば
当
然
減
る
方
が
出
て
き
ま
す
。
十
分

な
説
明
と
と
も
に
、
段
階
的
に
原
資
を
増
や

す
等
の
激
変
緩
和
を
し
な
が
ら
移
行
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

賞
与
に
は
変
動
性
を
持
た
せ
る

成
績
を
反
映
さ
せ
る
賞
与
の

仕
組
み
づ
く
り

図 2　 ポイント制賞与方式の
ためのポイント表例

　　 評語
等級 　　 A B C

Ⅴ 234 180 126

Ⅳ 197 160 123

Ⅲ 173 140 107

Ⅱ 144 120  96

Ⅰ 120 100  80
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新
座
市
の
地
域
福
祉
計
画
の
特
色

　

新
座
市
の
第
一
次
地
域
福
祉
計
画
と
地

域
福
祉
活
動
計
画
は
平
成
19
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
新
座
市
社
協
（
以
下
、
市

社
協
）
地
域
福
祉
課
の
新
野
雅
俊
副
課
長

は
策
定
時
を
振
り
返
る
。

　
「
平
成
12
年
の
社
会
福
祉
法
改
正
の
際

に
地
域
福
祉
計
画
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
か

ら
、
市
社
協
と
行
政
で
合
同
勉
強
会
を
実

施
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
策
定

す
れ
ば
よ
い
か
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
段
階
か
ら
市
社
協
・
行
政
と
も
に
『
大

切
な
の
は
、
計
画
の
策
定
で
は
な
く
、
実

行
』
と
い
う
認
識
を
強
く
も
っ
て
お
り
、

地
域
福
祉
計
画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
が

リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
動
き
を
進
め
て
き
た

の
で
す
」

　

当
時
、
計
画
を
「
実
行
」
す
る
た
め
に

重
要
視
さ
れ
た
の
が
、
地
域
住
民
た
ち
の

生
活
圏
内
に
お
け
る
地
域
福
祉
推
進
の
た

め
の
基
礎
組
織
や
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
市
内

の
地
域
福
祉
圏
域
6
地
区
の
中
か
ら
2
地

区
に「
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
」（
以
下
、福

進
協
）を
設
置
し
、
地
域
福
祉
総
合
支
援

体
制
の
推
進
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
に
は
、
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
の
協
力
を
求
め
、
そ
の
策
定
プ
ロ
セ

ス
が
地
域
福
祉
地
区
活
動
計
画
の
策
定
に

も
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
座
市

で
は
第
一
次
計
画
か
ら「
地
域
福
祉
計
画
」

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」「
地
域
福
祉
地
区

活
動
計
画
」
の
3
つ
が
同
時
並
行
で
策
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
計
画
自
身
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
も
踏
ま

え
つ
つ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
お
け
る
理

念
や
課
題
、
目
標
を
共
有
し
、
連
携
し
て

推
進
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
「
三
相
の
計

画
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
の
2
地
区
は
、
も
と
も
と
住
民

が
地
域
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
地
区
と
、
町
内
会
の
活

動
は
活
発
だ
が
、
住
民
主
体
に
よ
る
新
た

な
地
域
の
支
え
合
い
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
対
し
て
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
地
区

に
依
頼
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
地
域

福
祉
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
域
だ

け
で
な
く
、
市
内
全
体
の
福
祉
力
を
高
め

た
い
と
い
う
市
社
協
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

福
祉
圏
域
に
地
域
福
祉
推
進
協
議

会
を
設
置

　

準
備
段
階
と
し
て
町
内
会
長
や
支
部
社

協
の
支
部
長
、
地
区
民
児
協
の
役
員
等
か

ら
な
る
設
立
発
起
人
会
を
組
織
し
、
ど
の

よ
う
な
住
民
や
団
体
に
参
画
を
求
め
る
か

を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
検
討
の

な
か
で
は
、
町
内
会
や
支
部
社
協
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉

施
設
、
N
P
O
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

園
、
商
店
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
当
事

者
等
と
い
っ
た
人
々
が
委
員
候
補
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
。

　

候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
住
民
・
団
体

に
は
、
市
社
協
職
員
が
直
接
出
向
い
て
委

員
へ
の
就
任
を
依
頼
し
た
。
依
頼
の
際
に

は
、
福
進
協
の
目
的
で
あ
る
、
住
民
主
体

に
よ
る
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
重

要
性
や
、
こ
れ
を
達
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
の

基
礎
と
な
る
地
域
福
祉
地
区
活
動
計
画
の

策
定
の
意
義
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
で
、
依
頼
を
受
け
た
住
民
・
団
体
の
理

解
が
深
ま
り
、
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
委
員
に
就
任
し
た
約
60
名
に

よ
る
設
立
準
備
会
を
開
催
し
、
活
動
の
進

め
方
を
確
認
し
た
の
ち
、
正
式
に
立
ち
上

げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
委
員
の
構
成
は
固
定
せ
ず
に
柔

軟
な
枠
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
活
動
に
興

味
を
持
っ
た
人
は
幅
広
く
参
加
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

社協活動
最前線
新座市
社会福祉協議会

地区福祉活動計画の
策定による
地域の福祉力の向上

江戸時代に開削され今も市内中心部を南
北に流れる野火止用水

新座市社協では、すべての地域福祉
圏域における地域福祉推進協議会
（福進協）の設置をめざしながら、地
域福祉総合支援体制を推進している。
そのようななかで、地域課題の発見
や解決方法について、地域の人たち
と社協職員が一体となって協議し、
具体的な活動へとつなげてきた。住
民主体による地域福祉活動の基盤は、
着実に固まってきている。

社協データ
【地域の状況】（平成30年7月1日現在）
人　　口　　165,576人
世 帯 数　　74,222世帯
高齢化率　　25.1％

【社協の概要】（平成30年4月末）
評 議 員　　  40人
理　　事　　  15人
監　　事　　    2 人
職 員 数　　253人（非常勤特別職員1人、 
派遣職員1人、正規職員12人、嘱託職員61人、 
臨時・パート職員178人）

【主な事業】
⃝地域福祉活動推進事業
⃝ふくし総合相談事業
⃝会食ふれあい事業（高齢者）
⃝子ども食堂事業
⃝社会福祉協力校事業
⃝福祉サービス利用援助事業
⃝ボランティアセンター事業
⃝地域支え合いボランティア事業
⃝貸付・援護事業
⃝介護保険事業
⃝障害者自立支援事業
⃝地域包括支援センター事業
⃝放課後児童保育室管理運営事業

グループワークで進める地区計画策定会議
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地
域
福
祉
地
区
活
動
計
画
の
策
定

と
効
果

　

地
域
福
祉
地
区
活
動
計
画
の
策
定
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
教
授
等
を
招

い
て
計
画
策
定
の
意
義
や
目
的
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
地
域
の
課

題
抽
出
、
資
源
を
歩
い
て
確
認
す
る
「
ま

ち
歩
き
」
の
実
施
、
課
題
ご
と
の
解
決
策

の
検
討
、
計
画
案
の
検
討
を
経
て
、
取
り

ま
と
め
へ
と
至
る
。

　

こ
れ
ら
の
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
毎
月

1
～
2
回
の
ペ
ー
ス
で
委
員
が
集
ま
り
、

計
10
回
程
度
を
1
年
か
け
て
進
め
ら
れ
る
。

自
分
た
ち
の
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
コ
ト

や
モ
ノ
を
、
市
社
協
か
ら
の
提
案
で
は
な

く
住
民
自
身
の
気
づ
き
を
も
と
に
協
議
を

進
め
、
共
通
認
識
を
も
つ
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
住
民
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
を
感
じ

な
い
よ
う
に
留
意
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
多
様
な

立
場
の
人
が
入
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
幅
広
い
視
点
で
意
見
が
出
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
気
づ
き
が
生
ま
れ

て
議
論
が
活
発
に
な
っ
た
と
、
茂
木
彰
係

長
は
分
析
す
る
。

　

実
際
に
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
普
段

か
か
わ
り
の
な
い
立
場
の
人
の
存
在
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
、
つ
な
が
り
も
で
き

た
」
と
い
う
声
や
「
町
内
会
長
の
任
期
が

終
わ
っ
て
も
か
か
わ
り
続
け
た
い
」
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
福
進
協

を
設
置
し
た
当
初
は
活
動
に
積
極
的
で
な

か
っ
た
人
が
、
3
回
目
の
集
ま
り
の
頃
か

ら
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
周
囲
を
引
っ
張
る
存
在
に
な
る
よ

う
な
意
識
の
変
化
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

地
域
福
祉
地
区
活
動
計
画
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
策
定
の

プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
住
民
が
地
域
の
課
題

や
資
源
に
気
づ
い
た
り
、
意
識
の
変
化
を

も
た
ら
す
効
果
を
発
揮
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
は
市
社
協

の
地
域
福
祉
担
当
で
は
な
い
職
員
や
社
協

会
長
も
出
席
す
る
な
か
で
、
毎
回
10
名
以

上
の
職
員
が
参
加
し
、
各
グ
ル
ー
プ
を
担

当
し
た
と
石
野
幸
利
課
長
は
言
う
。

　
「
地
域
福
祉
課
の
担
当
に
な
ら
な
い
と
、

な
か
な
か
地
域
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
き
っ
か
け
に
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
こ

と
で
、
自
然
と
住
民
か
ら
の
相
談
も
増
え

ま
し
た
。
社
協
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担

え
る
存
在
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
市
社
協
は
他
の
地
区
で
も
福

進
協
の
設
置
を
進
め
、
平
成
28
年
2
月
ま

で
に
市
内
6
地
区
の
う
ち
5
地
区
で
設
置

済
み
で
あ
り
、
残
り
1
地
区
に
つ
い
て
も

設
置
へ
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
各
地
区
の
計
画
の
完
成
後
も
地

区
ご
と
の
担
当
を
決
め
て
お
り
、
地
域
福

祉
担
当
と
総
務
担
当
職
員
や
、
地
域
福
祉

担
当
と
介
護
保
険
担
当
職
員
の
よ
う
に
ペ

ア
を
組
み
、
地
域
福
祉
担
当
以
外
の
職
員

も
住
民
と
の
関
係
を
継
続
さ
せ
る
体
制
と

し
て
い
る
。

福
進
協
ご
と
の
多
様
な
活
動

　

各
地
区
に
設
置
さ
れ
た
福
進
協
で
は
、

地
域
福
祉
地
区
活
動
計
画
を
も
と
に
地
区

ご
と
の
活
動
を
進
め
て
い
る
。
髙
野
光
雄

事
務
局
長
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
地
区
に
よ
っ
て
地
域
課
題
が
少
し
ず

つ
違
う
の
で
、
地
域
に
あ
っ
た
活
動
を
住

民
の
意
思
で
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
市
社
協
は
、
な
る
べ
く
黒
子
の

存
在
に
徹
す
る
の
が
基
本
。
で
き
る
限
り

住
民
主
体
の
活
動
に
な
る
よ
う
に
意
識
し

て
い
ま
す
」

　

そ
の
結
果
、
5
地
区
で
は
種
類
も
内
容

も
地
域
性
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

住
民
の
発
案
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
た
。
例

え
ば
、
地
域
の
自
由
な
た
ま
り
場
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
「
ま
っ
た
り
木
曜
」
な
ど

の
茶
話
会
や
、
世
代
間
交
流
の
お
祭
り

「
き
た
に
フ
ェ
ス
タ
」、
男
性
も
地
域
福
祉

活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
の
「
男
の
料
理
教
室
」、
子
育
て
の
悩
み

を
相
談
で
き
る
「
K
O
T
O
R
I
の
会
」

な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
「
住
民
の
気
づ
き
か
ら
活
動
を
作
り
上

げ
た
結
果
、
参
加
者
が
50
～
1
0
0
名
集

ま
る
よ
う
な
活
動
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
れ

ば
住
民
同
士
が
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
少
し
ず
つ
『
向
こ
う
三
軒
両
隣
』

の
よ
う
な
意
識
を
定
着
さ
せ
た
い
で
す
」

と
、
髙
野
事
務
局
長
は
目
標
を
語
る
。

　

ま
た
、
お
互
い
の
活
動
の
情
報
交
換
・

勉
強
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
め
ざ
し
、

各
地
区
か
ら
3
名
の
委
員
を
選
出
し
て
、

「
地
域
福
祉
推
進
連
絡
協
議
会
」を
立
ち
上

げ
、
合
同
研
修
会
や
他
県
へ
の
視
察
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

　

福
進
協
の
今
後
の
課
題
は
、
世
代
交
代

へ
の
対
応
だ
と
い
う
。
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
て
10
年
が
過
ぎ
、
現
在
の
活
動
の
中
心

を
担
う
メ
ン
バ
ー
は
、
60
歳
以
上
の
高
齢

の
住
民
が
多
く
、
充
実
し
つ
つ
あ
る
活
動

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
若
者
た

ち
の
参
加
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、

地
域
の
大
学
生
を
活
動
に
誘
っ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
企
画
な
ど
も

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

地
域
の
課
題
に
住
民
自
ら
が
気
づ
き
、

議
論
し
、
実
行
へ
と
つ
な
げ
て
き
た
市
社

協
の
取
り
組
み
は
、
着
実
に
地
域
福
祉
の

基
盤
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。

新座市（埼玉県）
埼玉県最南端に位置し、東京都心へ25キロというアクセスのよさから、都心のベッドタウンとして住宅開発が進
んできた。現在でも人口増は続いているが、高度成長期に移住した住民たちの高齢化も課題となっている。臨済宗
平林寺は、市を代表する歴史的建造物で、境内林は国の天然記念物に指定されている。

茶話会で住民同士のつながりをつくる
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前
回
は
、
東
日
本
大
震
災
発
災
当
時
の
本

会
の
組
織
決
定
の
仕
組
み
（
理
事
会
・
評
議

員
会
の
開
催
、
決
定
事
項
等
）、
職
員
の
人
事

管
理
・
体
制
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
の
対
応

と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

今
回
は
、
災
害
時
の
社
協
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
立
に
向
け
た
被
災
前
か
ら
の
準
備
の
必

要
性
（
被
災
地
社
協
と
し
て
何
を
優
先
す
る

の
か
、
誰
が
何
を
す
る
の
か
）
と
、
外
部
に

よ
る
支
援
（
応
援
社
協
に
よ
る
支
援
等
）
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
当
時
を
振
り
返
り
な
が

ら
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

被
災
前
か
ら
の
準
備
の
必
要
性

　

発
災
以
前
、
本
会
で
は
、
災
害
時
に
市
社

協
と
し
て
何
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
と
い
っ
た
事
業
継
続
計
画

（
B
C
P
）
等
の
策
定
や
、
組
織
全
体
で
の
合

意
形
成
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て
も
熟
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
職
員
間
で
は
、
災
害
等
の
発
生
と

同
時
に
、
社
協
事
業
の
利
用
者
（
介
護
保
険

事
業
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等
）
の
安

否
確
認
や
、
市
社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
V
C
）
の
運
営
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
発
災
直
後
に
は
、
利
用
者
の
安
否
確

認
や
災
害
V
C
立
ち
上
げ
に
向
け
た
避
難
所

等
へ
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
が
、
原
発
事
故

の
影
響
か
ら
即
時
の
対
応
が
と
れ
な
か
っ
た
。

　

い
ざ
災
害
V
C
を
立
ち
上
げ
る
段
階
に

な
っ
て
も
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
未
整
備

で
あ
り
、
市
社
協
と
し
て
の
判
断
が
で
き
な

い
場
面
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
本
会

で
は
応
援
社
協
職
員
（
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
に
よ

る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
）
か
ら
の
助
言
と
、

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
支

援
に
入
っ
て
い
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」（
以
下
、
支
援

P
）
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
災
害
V
C
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
経
験
か
ら
、
被
災
前
か
ら
の
準
備

と
し
て
、
社
協
組
織
と
し
て
の
事
業
継
続
計

画
や
受
援
・
支
援
計
画
等
を
策
定
し
、
職
員

全
体
で
共
有
し
な
が
ら
、
防
災
訓
練
等
を
実

施
し
、
そ
の
都
度
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
行
政
が

策
定
す
る
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
も
、
災

害
時
に
社
協
が
担
う
要
援
護
者
支
援
や
災
害

V
C
の
設
置
運
営
等
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

明
記
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
災

害
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
災
害
時
に
は
、
災

害
V
C
の
運
営
支
援
や
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
対
応
に
、
応
援
社
協
（
近
隣
・
県
内
・
ブ

ロ
ッ
ク
）
や
支
援
P
な
ど
の
外
部
支
援
が
入

り
被
災
社
協
支
援
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
際

に
、
外
部
支
援
の
役
割

を
明
確
に
し
て
お
か
な

い
と
、
勝
手
連
的
な
動

き
や
継
続
的
な
支
援
が

さ
れ
な
い
状
況
に
お
ち

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

計
画
の
な
か
に
外
部
支

援
の
役
割
分
担
を
盛
り

込
む
必
要
が
あ
る
。

　

本
会
で
は
、
ま
だ
事

業
継
続
計
画
の
策
定
に

至
っ
て
は
い
な
い
が
、

こ
れ
ら
を
市
町
村
社
協

が
実
行
す
る
う
え
で
、
全
社
協
や
県
社
協
か

ら
の
情
報
提
供
、
人
的
支
援
や
研
修
会
等
の

開
催
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
。

外
部
に
よ
る
支
援
（
応
援
社
協
等
）
の

可
能
性

　

東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後
に
発
生
し
た
災

害
支
援
の
経
験
か
ら
、
従
来
の
災
害
V
C
運

営
支
援
や
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
対
応
の
支

援
の
ほ
か
に
、
被
災
し
た
社
協
事
業
や
組
織

全
体
を
「
オ
ー
ル
社
協
」
で
支
え
る
仕
組
み

が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
例
え

ば
、
福
祉
避
難
所
の
運
営
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
社
協
へ
の
介
護
職
員
の
派
遣
や
、
事

務
所
で
の
災
害
V
C
以
外
の
電
話
や
相
談
対

応
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
社
協
組
織
の

中
核
を
担
う
管
理
職
に
対
す
る
相
談
・
助
言

等
の
支
援
が
得
ら
れ
れ
ば
、
被
災
地
社
協
は

復
興
に
向
け
て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

災
害
発
生

～
そ
の
と
き
、
社
協
は
こ
う
乗
り
越
え
た
～

連　載

第 4回

ブロック派遣職員の応援により被災者の生活支援が
行なわれた

災害ボランティアセンターの様子

災
害
時
の
社
協
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
う
す
る
か

―
　 

東
日
本
大
震
災
時
に
お
け
る
「
い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

の
対
応
と
課
題
に
つ
い
て
②

い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
事
務
局
次
長
　
篠
原
　
洋
貴
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　全国的に猛暑が続いています。今
年は、暑くなり始めるのが早かった
分、猛暑の期間が長く感じますね。
息子たちの通う保育所では、暑すぎ
て危険ということで、プールもシャ
ワーも中止になってしまい、室内で
過ごす日々が続いています。それで
も、先生方が工夫をしてお部屋あそ

びをしてくださったり、民話や紙芝
居を読みに地域の方が来てくださっ
たりして、室内でも楽しい毎日を過
ごしているようです。
　水分・塩分補給をしっかりして、
この夏を乗り切りましょう。
� （森）

「コミュニティに強いソーシャルワーカーを
養成する研修 2018」のご案内
主催：日本ソーシャルワーク教育学校連盟

　2016 年の社会福祉法の改正により、社会福祉法人に
対して地域における公益的な活動が責務として規定され、
今や、どの施設・機関においても「地域」を基盤とした
ソーシャルワークが求められています。
　本研修は、地域のさまざまな施設・機関に所属してい
るソーシャルワーカーを受講対象としており、2 日間を
とおして、複合的な課題や社会的孤立といった地域生活
課題をチームで解決することができ、地域共生社会の実
現に向けたソーシャルワークが展開できるソーシャル
ワーカーを育成することを目的として実施します。

日時・会場：�熊本会場/平成 30 年 9 月 16 日（日）・
17 日（月/祝）熊本学園大学
宮城会場/平成 30 年 10 月 13 日（土）・
14 日（日）東北福祉大学仙台東口キャンパス
広島会場/平成 30 年 11 月 10 日（土）・
11 日（日）広島国際大学広島キャンパス
※ �1 日目は 10：30～18：00、
　　2 日目は 10：00～18：00 の予定

対　　象：�社会福祉士・精神保健福祉士国家資格取得後、

社会福祉分野での実務経験 5 年前後の者
※�「社会福祉分野」とは、高齢・児童・障害・

医療・地域等に加え、学校・司法・生活困
窮者・ひきこもり・まちづくりなどの分野
も含みます。

参　加　費：各会場とも 10,000 円（税・資料代込）
定　　員：各会場とも 100 名程度
申込方法等：�ホームページで申込フォームにアクセスいた

だき、必要事項を入力してください。申込完
了後に届く自動返信メールに記載している振
込先に受講料を振り込んだ時点で申込完了と
なります。

ホームページ：http://jaswe.jp/kosoken
問い合わせ先：�一般社団法人

日本ソーシャルワーク教育学校連盟
〒 108‒0075
東京都港区港南4‒7‒8都漁連水産会館5階

電　　話：03‒5495‒7242　FAX：03‒5495‒7219
E‒mail：kenshu@jaswe.jp

月刊誌
『月刊福祉 9月号』のご案内

● B5 判・104 頁
●定価 本体 971 円（税別）
●�毎月 6 日発売（6 日が土日祝の

場合は翌平日発売）
●�送料 300 円（10 冊以上・定期

購読の方は送料サービス）
特　集：�メディアを活かす―地域共

生社会を創りだすために
　福祉への理解の促進やサービスの質をあげるために、
メディアをどのように活用すればよいのか。その可能性
について探る。

【論文】�社会変化に対応した情報発信
　佐藤佳弘（武蔵野大学名誉教授、西東京市社会福祉協

議会情報対策専門員）

【対談】�障害のある人たちのことをもっと知ってもらうた
めに

　玉木幸則�（西宮市社会福祉協議会相談支援事業課相談
総務係係長）

　後藤千恵�（NHK 放送文化研究所上級研究員、NHK 解
説委員、本誌編集委員）

【レポートⅠ】�NPO のソーシャルメディア活用術
【レポートⅡ】�介護業界の可能性や魅力を発信するメディ

アの役割―就業人口を増やすプロジェク
ト『HELPMAN JAPAN』

【レポートⅢ】�効果的な情報発信のためのソーシャルメ
ディアの利用に関する行動指針策定の意義

　全社協出版部受注センター（TEL.049‒257‒1080、
FAX.049‒257‒3111）、または、「福祉の本出版目録」
web サイト（https://www.fukushinohon.gr.jp/）よりご
購入いただけます。
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SPECIAL REPORT

P.2 特集

改めて考える
社協における生活困窮者の自立支援

P.8 ●社協活動最前線
新座市社会福祉協議会（埼玉県）
地区福祉活動計画の策定による地域の福祉力の向上

●社協の質を向上させる人事・労務管理〔第14回〕P.6

●災害発生～そのとき、社協はこう乗り越えた～
災害時の社協のガバナンスをどうするか
－東日本大震災時における
　　「いわき市社会福祉協議会」の対応と課題について②

P.10

●いま、贈りたいコトバ　社協職員へのエール
元松江市社会福祉協議会常務理事・事務局長
須田 敬一氏
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社協経験を活かした 
地域福祉との新たなかかわり

　入職した当時は、「写経」や「社教」と間違われる
時代でした。それから 36年間、「寝ても覚めても社
協」の生活を送り、その生活から解放されて 6年に
なります。
　現在は、現役時代から取り組んできた「JA・購買
生協・医療福祉生協・社協」の連携と協働の事業を、
模索し組み立てながら地域福祉にかかわっています。
具体的には、連携組織の事務局を担当し、関係者の学
びの場としてのフォーラムを毎年開催するとともに、
学びを通した実践をいくつか展開しています。「小学
校区における住民目線の包括ケア体制づくり」「子ど
も食堂の立ち上げと運営」「農福連携の試み」などの
事業で、自由な発想を大切にして取り組んでいます。
また、フードバンクしまね「あったか元気便」の事務
局も担当し、小学校・公民館・民生委員等と上記団体
との連携によって、この夏休み期間中、準要保護家庭
を中心に 2回の食品提供と、学習支援の事業や子ど
も食堂へのご案内も同時に行うこととしています。

模索と葛藤のなかでも 
「住民主体の理念」を忘れずに

　社協は地域福祉を推進する中核的組織。現役時代、
この言葉にずいぶんと悩まされてきました。外部から
期待されるプレッシャーに押しつぶされはしないか、
何をするか、どう存在感を示せばいいのか、等々戦い
の日々であったように思います。新たなニーズや埋も

れている生活課題は次々に生まれ、それに対応する先
駆的な取り組みは、今も今後も大きく求められること
と思います。しかも、福祉分野で完結する事業から、
他分野との連携や融合が求められる時代に入りつつあ
り、何をどうするかという道筋は、簡単に導き出すこ
とができないのかもしれません。また、人口減少、子
どもの激減、単身化、多死、外国人労働者、AI・ロボッ
ト・Iot を駆使した社会の出現など、将来、社会がど
う変化するのかも想像ができない状況にあります。
　しかし、そうしたなかで最も重要で忘れてはならな
いものが、「住民主体の理念」ではないでしょうか。
そして、机上の空論ではなく、地域や現場での実践を
通して追究する姿勢こそが、社協らしい社協にしかで
きない役割として存在するものと考えます。

社協だからこそつなげる地域福祉の推進を

　社協の経営は、財政的な面で行政に頼らざるを得な
い組織ですが、全国的に行政からの委託事業が増える
傾向にあるのではないでしょうか。それを否定するも
のではないですが、社協独自の事業がもっと前面に出
てくる工夫が必要だと思います。社協の民間性を発揮
した事業、専門性を高めた活動を広く市民に理解して
いただき、役所の一部ではないことをもっとアピール
する必要があるのではないでしょうか。また、地域福
祉の推進を担う多様な主体を受け止め、既存のネット
ワークから漏れている活動団体や協同組合をはじめと
した社会的企業などとのつながりを深め、地域福祉を
推進する紐

ちゅう

帯
たい

としての役割を果たしていただければ
と思います。

第 4 回

須
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だ

敬
けい

一
いち

氏　（元松江市社会福祉協議会　常務理事・事務局長）

1977 年、松江市社会福祉協議会入職。1994年から地域福祉課長、2006年から事務局長を経て、
2007 年、常務理事・事務局長に就任。2013 年に退職。2013 年から松江保健生活協同組合入職。
現在、松江保健生活協同組合まちづくり事業推進室・事務局長。

今号は、2013 年まで島根県松江市社会福祉協議会で常務理事・事務局長を務め、現在は松江保健生活協同組
合で、まちづくり事業推進室事務局長を務められている須田敬一さんからご寄稿をいただきました。
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